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６
月
７
日
（日）
〜
13
日
（土）

危
険
物
安
全
週
間

消　

防

広報たかはま　H27.6.1

救
命
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

「
無
事
故
へ
と　

気
持
ち
集
中

は
っ
け
よ
い
」

危
険
物
と
は
消
防
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
危
険

性
が
あ
る
物
品
を
い
い
ま
す
。

・
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
に
な
る
と
消
火
が
困
難

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
ガ
ソ

リ
ン
・
灯
油
・
油
性
塗
料
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
危
険
物
は
正
し

く
保
管
し
、
安
全
に
扱
え
ば
大
変
便

利
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
取
扱
い
を

誤
れ
ば
火
災
を
引
き
お
こ
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
、
事
業
所
や
家
庭

で
の
危
険
物
の
保
管
場
所
や
貯
蔵
容

器
、
ま
た
、
取
扱
方
法
に
つ
い
て
今

一
度
確
認
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保
管
上
の
注
意

・
保
管
場
所
は
直
射
日
光
を
避
け
、

高
温
に
な
る
場
所
、
火
気
を
使
う

場
所
に
は
置
か
な
い
。

・
必
要
以
上
の
量
を
保
有
し
な
い
。

・
容
器
に
入
れ
た
危
険
物
が
地
震
で

転
倒
、
落
下
し
な
い
よ
う
に
事
前

対
策
を
し
て
お
く
。

・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
は
火
気

の
近
く
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
容
器
は
専
用

の
携
行
缶
を
使
用
し
、
灯
油
用
ポ

リ
容
器
に
は
入
れ
な
い
。

問
合
せ
先

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
予
防

課
危
険
物
係

☎
６
３
│

０
１
３
７

と
き　

７
月
16
日
（木）
・
17
日
（金）

（
計
２
日
間
）

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

定
員　

156
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
，０
０
０
円

※
当
日
徴
収

申
込
期
間　

６
月
15
日
（月）
〜
19
日
（金）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
申
込
書
は
、
申
込
場
所
ま
た
は
衣

浦
東
部
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
可

※
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝　

３
か

月
以
内
の
証
明
写
真
）
１
枚
必
要

申
込
・
問
合
せ
先

・
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
予
防

課
予
防
係

☎
６
３
│

０
１
３
６

・
高
浜
消
防
署

☎
５
２
│

１
１
９
０

問合せ先　衣浦東部広域連合総務課　☎63－0133

ガソリンを

ポリ容器に入れては
ダメ!

火災や爆発を招く恐れがあり、
大変危険です。

６月２０日（土）

小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、ひきつ
け、のどに異物が詰まった時の処置など

先着２０人
午前９時～正午

無料
６月５日（金）午前９時～　受付開始

☎５２－１１９０　救急係へ

会 場 刈谷消防署 高浜消防署

碧海５市在住、在勤、在学の方　※いずれの会場でも受講可

６月２７日（土）

成人・小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、傷
病者管理、外傷の応急手当、搬送法など

午前９時～午後６時

上級救命講習

無料
６月５日（金）午前９時～　受付開始

☎２３－１２９９　救急係へ

講習会名

先着２０人

普通救命講習Ⅲ

先着２０人

無料
６月５日（金）午前９時～　受付開始

☎７５－２４９４　救急係へ

午前９時～正午

普通救命講習Ⅰ
安城消防署

６月２１日（日）

心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、胸
骨圧迫）、ＡＥＤの使用法、止血法など

※団体受講を希望する場合は、最寄りの消防署へ問い合わせてください。

開催時間

申込方法

定 員

開 催 日

備 考

内 容

対 象 者

歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

広域連合所有財産
（土地）285.98㎡　（建物）20,188.11㎡

広域連合では、毎年５月と１１月の年２回、財
政状況を公表しています。
今回は、３月３１日現在の平成２６年度予算執
行状況をお知らせします。

平成２６年度一般会計予算執行状況

（千円）
広域連合債の現在高（消防債）

0.0%1

19,388
168,337

14,415 0.3%

96.1%
0.4%

0.0%
0.0%

0.0%

30
0

構成比

0

0

18,618

168,337

1
160
1

4,998,074
15,252

4,998,074

3.2%
74.4%

3,000.0%
0.0%

100.0%

100.0% 99.9%

100.0%

5,199,474

収入済額

0.0%
0.0%

122.1%

収入率

5,201,214

使用料及び手数料

県支出金
国庫支出金

科　目 予算現額
分担金及び負担金

諸収入

財産収入

計

繰越金
寄附金

0

予算現額

0.0%

4.2%
95.6%

9,949

支出済額 構成比
0.0%2,540 1,884

179,946
4,142,114

20,000
10,450

4,964,589
203,635

0.2%
0.0%

83.4%
95.2%

100.0% 83.3%

88.4%

執行率
74.2%

4,333,893

消防費
総務費

公債費

議会費

予備費
5,201,214

科　目

計

0
20,432

7,532

53,124
現在高

25,160
0

45,592
53,124

愛知県都市職員共済組合

碧南市分

知立市分
安城市分
刈谷市分

高浜市分

38.5%

14.2%

47.3%

0.0%

構成比
100.0%
0.0%

85.8%
100.0%

愛知県中央信用組合

市別

借入先別

7,532

区　分

14.2%

衣浦東部広域連合財政状況の公表
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家
計
調
査
は
、
毎
月
、
総
務
省
統

計
局
が
都
道
府
県
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

向
き
を
家
計
の
面
か
ら
と
ら
え
る
も

の
で
、
一
定
の
統
計
上
の
抽
出
方
法

に
基
づ
き
選
定
し
た
世
帯
に
家
計
簿

を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
集
計
結

果
は
経
済
政
策
や
社
会
政
策
の
基
礎

資
料
、
経
済
動
向
や
景
気
動
向
を
み

る
一
つ
の
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
を
つ

く
る
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
他
に

利
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
を
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

愛
知
県
統
計
課
物
価
・
消
費
統
計

グ
ル
ー
プ

☎
０
５
２
│

９
５
４
│

６
１
０
４

不
法
残
留
者
の
推
移（

法
務
省
統
計
）

日
本
に
滞
在
し
て
い
る
不
法
残
留

者
の
数
は
、
平
成
５
年
の
約
29
万
９
，

０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
り
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で

約
５
万
９
，０
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
、
不
法
残
留
者
の
大
半

は
、
不
法
就
労
し
て
い
る
と
見
ら
れ

て
お
り
、
凶
悪
犯
罪
や
薬
物
犯
罪
な

ど
の
悪
質
で
組
織
的
な
犯
罪
に
関
与

す
る
割
合
も
多
く
、
治
安
対
策
上
極

め
て
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

不
法
就
労
外
国
人
を
雇
用
し
な
い
た

め
に不

法
残
留
者
の
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
不
法
就
労
を
斡
旋
す

る
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
就
労
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
事

業
主
の
な
か
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ン

ハ
ネ
を
し
て
不
法
な
利
益
を
得
て
い

る
者
や
、
過
酷
な
労
働
条
件
で
働
か

せ
て
い
る
者
も
多
く
、
外
国
人
労
働

者
保
護
の
観
点
か
ら
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ー

カ
ー
や
悪
質
な
事
業
主
の
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

次
の
点
に
留
意
し
、
就
労
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
外
国
人
を
決
し
て
雇

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
適

法
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
外
国
人

で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
旅

券
、
在
留
カ
ー
ド
、
外
国
人
登
録

証
明
書
な
ど
の
実
物
で
在
留
資

格
、
在
留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

・
「
留
学
」
「
家
族
滞
在
」
な
ど
の

在
留
資
格
は
、
原
則
就
労
活
動
が

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

入
国
管
理
局
で
資
格
外
活
動
の
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

留
学
生
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資
格

外
活
動
の
許
可
の
有
無
、
ま
た
、

許
可
さ
れ
た
活
動
内
容
も
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
在
留
カ
ー
ド
に
は
、
就
労
制
限
の

有
無
や
資
格
外
活
動
に
関
し
て
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用

す
る
際
は
こ
れ
ら
の
欄
も
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
在
留
カ
ー
ド
の
導

入
に
よ
り
就
労
で
き
る
か
ど
う
か

の
判
別
が
容
易
に
な
る
と
と
も
に

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
、
当
該

外
国
人
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

在
留
カ
ー
ド
の
未
確
認
な
ど
の
過

失
が
あ
れ
ば
処
罰
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
碧
南

警
察
署
ま
た
は
入
国
管
理
局
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

碧
南
警
察
署

☎
４
６
│

１
１
１
０

と
き　

７
月
11
日
（土）
〜
９
月
26
日
（土）

の
毎
週
土
・
日
曜
日
、
一
部
の

水
曜
日
、
そ
の
ほ
か
指
定
す
る
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
全
34
回
）

と
こ
ろ　

医
療
法
人
共
和
会
病
院
Ｂ

館
（
大
府
市
梶
田
町
２
丁
目
１２３
）

内
容　

介
護
職
員
に
必
要
な
知
識
や

生
活
支
援
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

対
象　

軽
度
な
精
神
障
が
い
の
方
で

訓
練
施
設
に
自
身
で
通
え
る
方

定
員　

７
人(

面
接
で
選
考)

受
講
料　

6
，0
7
0
円(

教
材
費
）

申
込
方
法　

６
月
10
日
（水）
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
刈
谷
（
刈
谷
公
共
職

業
安
定
所
）
へ
申
込

※

求
職
登
録
が
必
要

申
込
・
問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
刈
谷

☎
２
１
│

５
０
０
１
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碧
南
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
に

協
力
を

そ
の
他

家
計
調
査
に
協
力
を

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

介
護
職
員
初
任
者
研
修
①
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催
し
・
募
集




